
珂尋軋  

情報化社会に生き る  

一叫ト   
柵   

髄 
コンピュータ等の技術  

革新によって、社会の情報化はますます広範  

なものとなってきています。最近ではニュー  

メディア機器によって、新しい情報システム  

が多様に、多彩に進展しつつあります。この  

ように変革しつつある社会で、主体的に生き  

る人間を育成するにあたって、次の二つの観  

点を提起したい。  

1 情報化そのものへの理解   

コンピュータ等を直接に操作しなくても、  

その役割と機能については理解し、新しい情  

報手段・方法を具体的に知ることが大切であ  

る。コンピュータと直接的に関与しなくても  

情報化社会に生きている限り、間接的には日々  

それらに何等かの関係をもって生活している  

わけである。これらの新しい技術について受  

動的に受け入れるのではなくて、積極的に機  

器を操作し、操作するなかで情報化社会の変  

容するしくみを主体的に理解することが肝要  

でしょう。具体的に機器を操作するなかで今  

までの方法とどう違い、何がどのように変わ  

っていくのかを体得することが必要でしょう。  

兵庫教育大学教授 長 石  敦  

2 メディアとしての位置づけ   

情報活用能力は現代人にとって欠くことの  

できないものであることは確かであるが、ニ  

ューメディア等を操作することだけで、情報  

活用能力が十分古二身に付くとは思わない。機  

器はメディアであって、主体は人間である。   

教育で、かつて「Teachingmachine」論が  

あったが、教育は本質的に教師と子どもとの  

かかわりである。コンピュータは確かに文明  

の利器であるが、メディアにすぎない。今ま  

で積み上げてきた教育実践・理論が拡がり深  

めるためのコンピュータの教育への導入でな  

ければ教育は進展しないでしょう。苦し〈て  

も、長時間かかっても、原体験すべき学習で  

は汗を流して体験し、短時間にコンピュータ  

でシミュレーションですますのでは軽薄な知  

識の理解だけに終わるのではと危惧の念をい  

だくものである。   

コンピュータ等による情報手段を主体的に  

活用することによって、情報活用能力の育成、  

教育方法の改善を図るなど、これらの事項は  

学校教育の大きな課題である。  

編集・発行／広島市教育センター 〒732広島市東区半田新町一丁目17番1号 ℡（082）223－3563   
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理科教育の目標とコンピュータ活用  

一中学校理科における学習ソフト開発を通して一  

広島市教育センター指導主事 西 川 勝 士   

今回の小・中・高等学校学習指導要領「理  

科」の改訂では、観察、実験の重視が強く表  

現されている。一方では、教育機器の活用に  

ついて、「必要に応じてコンピュータ等を活用  

することについて配慮する」と表記されてい  

る。こうした中で中学校理科における効果的  

な活用をどのようにとらえ、実践していくか  

について述べてみたい。  

理科教育の目標とコンピュータ利用   

中学校理科の目標について要約すると、自  

然界における事物・現象に対して、（彰興味・  

関心を高める ②科学的に調べる能力と態度  

を養う ③理解を深める ④科学的な見方や  

考え方を養うとなる。これらの目標の背景に  

は今までの理科学習が知識、理解にかたより  

過ぎていたこと、自然の事物・現象に対する  

直接経験が少なかったことなどがある。また  

これらのことが自然についての興味・関心を  

示さない生徒や理科嫌い、理科離れを多く し  

てきた一因と考える。発達段階にある中学生  

は、自然を直接的に経験するなかで自然の美  

しさ、偉大さ、精妙さなどを感じ、また、学  

習を進めるなかで、疑問を抱いたり、イ反説を  

立てそれを検証し自然についての科学的な見  

方や考え方を身に付けていくものである。   

今回の学習指導要領の改訂において、自然  

から直接学ぶ方法として観察、実験が一層重  

視されたゆえんである。   

一方では、その便利さや画像の魅力にのみ  

目を向けがちであるコンピュータの利用を理  

科教育（自然の事象に直接触れる観察、実験）  

にどう位置づければよいのであろうか。   

現在は社会の情報化が急速に進展している  

時でもある。このような社会の変化に主体的  

に対応する必要がある。そのためには、目的  

にそった情報を見い出し、それを適切に活用  

する能力、即ち、情報清岡能力を身に付けさ  

せることが大切である。とりわけ、理科学習  

では、観察、実験の過程での情報の検索、実  

験データの処理、実験の計測などにおいて、  

必要に応じてコンピュータ等を活用すること  

が考えられる。先に示した「活用について配  

直する」ということは、観察、実験を行うな  

ど自然を調べる過程でコンピュータ等の情報  

手段を観察、実験の代替としてではなく、自  

然を調べる活動を支援し、強化することを助  

ける知的で創造的な道具として位置づけるこ  

とを意味している。情報手段としてのコンピ  

ュータの便利さや画像の魅力だけに惑わされ、  

具体的に自然を調べる過程を軽視しないよう  

にすることが大切である。こうした視点から  

活用をまとめると？大のようになる。  

（彰 データベ【スによる情報の検索  

② 観察、実験のデータ処理  

③ 観察、実験の制御や測定器具  

④ 観察、実験の補助   

また、一方では、コンピュータの教育利用  

について一般的には次の四つが考えられる。  

（丑 学習指導を充実させるための利用  

② 情報教育の内容として教えるための利鞘  

③ 学習指導の計画、評価を効率よく進める   

ための利用  

④ その他として、学習管理、学級経営や学   

校経営上における利用   

これらの教育利用を行う上で、機器こ「利用  

形態などから学習ソフトを次のように分ける  

ことができる。  

－テキスト的な内容についての学習ソフトー  

（∋ 学習参考書や問題を解く指導に顆するも   

の（理解のための説明が中心）   
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ソフトの開発を図ろうとした。具体的な開発  

のねらいは次の通りである。  

② ドリル、問題練習等の習熟や定着  

③ テストによって理解度を診断・評価する   

ためのもの  

－一斉指導などにおいて教師が提示するため  

の学習ソフトー  

① OHP、掛け図、スライド替わりの利鞘  

② シミュレーションやアニメーションなど   

動きのあるもの、あるいは条件を変化させ  

・・：ご．・  

一情報活用能力の育成に利用される学習ソフ  

トー  

（彰 ワープロ、表計算、作図、データベース   

検索等の汎用性のあるもの  

② グラフ作成、数式処理など情報処理機能   

を利用した汎用性のあるもの  

③ コンピュータを操作するためのもの  

開発学習ソフト「物質とイオン」   

学習ソフトの開発に関して、その経緯や基  

本的な考え方、ねらい、内容の構成などにつ  

いて触れておきたい。  

一経緯一   

昭和61年度「新教育機器利用研究事業」を  

発足L、基礎的研究に着手した（研究報告書  

第11号参照）。62年度、授業への利用の基礎的  

研究を行った（同15号参照）。63年度にはソフ  

ト教材の利用形態やコースウェアの作成手法、  

授業への適用について研究を行ってきた。こ  

のような研究計画にもとづいて平成元年度学  

習ソフトの開発を辛がけた。  

一関発の基本的な考え方・ねらい一   

今までの基礎的な研究を「開発」によって  

実証することや開発の手順などにつし、て考察  

することが、研究協力校とのかかわりの中で  

必要となってきた。また、効果的なコンピュ  

ータ活用を図るための学習ソフトが求められ  

ていた。そこで、中学校理不斗では平素の学習  

指導を検討した結果、興味・関心や理解、科  

学的な見方や考え方などに多くの課題があり、  

これらへの取 り組みとLて、やる気や意欲を  

持たせ、学習理解を高めるために有効な学習  

実験等ては、Hで見る二±かできない動き（二変化や  
事象）を7ニノーーションに上リイノーーゾ化させる  
7ニノーション画像かご〕推論し、干斗′羊的な思考ノ」グ）  

育成を図る  
興味・関心を喚起きせる  
観察、実験の補充し辛習≡曙解）や′t徒ンり芹㌻二意識ト音  

欲）等の克服を図る  

個別的指導を可能にきせる  

一内容の構成－   

「物質とイオン」の単元は、電気分解とイ  

オン、酸・アルカリ・塩、化学変化のいろい  

ろで構成されている。したがって、これらの  

学習内容にそって指導Lやすいよう配慮した。  

学習ソフトの基本的な構成は次の通りである。  

4つのメニニを持つ2つプ1ノニー斗H′ノ コ／〉「・‘ニ▼与ノ持つ   

メインメニュー画面 サブメニュー画面  

アニメーション画面（りアニメーション画面（2）   

平成元年度において、開発Lた学習ソフト  

は基本的な内容を中心に、小学校算数「面積」  

理科「豆電球のつなぎ方」、中学校数学「二次  

関数」、理科「物質とイオン」、技術・家庭科  

「情報基礎」、高等学校理科（物理）「円運動」  

の6数千斗6本を完成させた。   

平成2年度は、内容の充実を図るため3教  

科3本とし、現在手がけているところである。   
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＝ 教育相談重 か ら ＝  

（亘   
おこたえします  

（亘  

子どいこよっては友達や先生が迎えにきた  

り、母親がついて登校することによって再び  

元気に登校するようになることもあります。  

この事例では、まず、このような取り組みを  

試みてみる必要があります。   

しかし、繰り返し登校をしぶったり、迎え  

に行っても部屋から出られなかったり、ひど  

くいやがるようであれば、しばらくそっと休  

ませて、子どもの情緒の安定を図り、信頼感  

のある人間関係につくり直すことが必要です。   

部屋への閉じこもり、昼夜逆転の生活、家  

庭内暴力等が見られ、長期化するようなとき  

には相談機関に相談することが必要です。  

3 登校刺激   

登校刺激は、子どもの心理状態と登校刺激  

の仕方によって、効果が見られる場合と、か  

えって悪化させる場合があるようです。   

親から維Jtられない分離不安の子どもや、  

甘やかされて育てられた子ども、無気力で怠  

学傾向の子ども等には、初期における登校刺  

激が有効な場合があります。   

また、回復期の情緒が安定してきたころ、  

行事・試験・学期の変わり目等に登校を促す  

と効果的な場合もあります。   

登校刺激を行う場合にも、家庭訪問をして  

子どもや保護者の気持ちを聴き理解しておく  

ことが大切です。   

いずれの場合でも、温かい信頼感のもてる  

人間関係の中で、子どもの辛い気持ちを共感  

的に理解しながら登校へ誘ったり励ましたり  

することによって効果が生まれるものです。   

なお、思いやりのある温かい学級づく りに  

努め、子どもを温かく迎えられるようにして  

おくことが登校刺激をさらに効果的なものに  

していくのです。   

登校をしぶる児童への対応  

Q 小学校6年生の児童ですが、最近、  

遅刻することが多〈なってきました。と  

きどき、「学校に行きた〈ない」と言い、  

登校をしぶります。理由は言いません。  

担任が迎えに行ってなんとか登校してい  

るというこ状態です。   

登校拒否の初期ではないかと思います  

が、無理をしないで休ませた方がよいの  

でしょうか。それとも、迎えに行ってで  

きるだけ登校させるようにした方がよい  

のでしょうか。  

A l ケース・バイ・ケース   

この事例が登校拒否の初期の状況かどうか  

はっきr）しません。また、登校拒否としても  

子どもによってすべて違いますので、それぞ  

れの子どもに即して対応を考えていかなけれ  

ばなりません。   

子どもの登校したくない気持ちを共感的に  

理解するようにし、働きかけできそうなこと  

からやってみます。そうした中で、子どもの  

様子をみながら、休ませたり登校刺激をした  

り、遅刻、早退、保健室登校、親の付添いを  

認めたりする等の柔軟な対応が必要です。  

2 休ませること   

休ませることには賛否両論あります。   

心理的な疲労感を癒し、情緒の安定を図っ  

て心理的自立のし直しをさせるためには休ま  

せることが必要だという考え方もあります。   

一方、休ませると続けて長期間登校しなく  

なり、勉強が遅れ、ますます友達関係が薄れ  

ていくのではないかという心配や不安もあり  

ます。  
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教 材 研 究 の 視  

一国語科の読解指導を例として「  

広島市教育センタ→指導主事 財 津 伸 子  

第一層の読み 一読者として読む  教材研究はどのように進めればよいでしょ  

うか。今回は国語不斗の読解指導のための教材  

研究を通して、そのポイントを考えてみるこ  

とにしました。  

1 教材研究の目標   

授業は教材研究の成果を踏まえて計画され  

ます。授業で児童生徒に、どのような力をつ  

けていくために、どのような教材を媒介に、  

どのような手だてを用いればよいかを明らか  

にするのが教材研究の目的です。文章読解の  

学習指導では一般的に次のような教材研究が  

行なわれます。  

（丑読解力の実態把握→②学習指導目標の設定  

→③教材の選定→④教材の分析・検討→⑤学  

習指導法の検討→⑥学習指導計画の立案  

2 教材研究のポイント  

学習指導目標を焦点化し具体的にすること   

学習指導要領には各学年の目標とする読解  

の能力や態度が示されています。しかし、こ  

れは学年を総合した目標です。同じ学年でも  

学期によって、学級によって、一人一人の児  

童生徒によって、発達段階に応じて目標とす  

る能力や態度は少しずつ違ってくるはずです。  

教材研究ではまず児童の実態を踏まえて目標  

を焦点化し、さらに何をもって目標を達成し  

たとするか具体的にしておくことが大切です。  

内蔵されているものをひき出すこと   

文章読解の学習指導では言語作品を教材と  

することが殆んどです。作品は本来、教材と  

して善かれたものとは限りませんから、作品  

としての価値とともに教材としてどのような  

価値を持つかが明らかにされねはなりません。  

内蔵されている価値をひき出すには、次のよ  

うな二層の読みによって作品をとらえ分析し  

ていくことになります。  

i題賃旨  
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より効果的な学習指導法を探ること   

児童生徒は、教材を媒介にして学習活動を  

行う過程で、読解力を習得します。教材の特  

質に応じて、また児童生徒の個性（表1）に  

応じて、学習活動を計画し 
てい〈ことが学習  

を効果的なものにします。下学年になるほど  

このことか大切になると思われます。  

表1 学習のしかたから個性をとらえる視点  
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カ・Jしてし▲るニi   

ニのようにみてくると、教材研究でポイン  

トとなるのは、教師が児童生徒の実態を明確  

に把握し、一人一人の学習する姿を思い浮か  

べながら考えを進めることができるかという  

ことです。A君ならこうしよう、Bさんなら  

と少なくとも幾人かを想定して、目標、教材、  

手だてを探ることが大切で、これは、児童生  

徒に毎日接し、指導している教師だからでき  

る、教師にしかできないことと思われます。   
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今年度後期は次の4名の先生方が、それぞ  

れの専門分野で研修を進めておられます。  

＊生活科教育：杉山幸子教諭（五日市小）   

研修題目：具体的左・活動や体験を通して達   

成感や成就感を味わわせる生活科学習指導   

法の研究  

＊音楽科教育：松村千代子教諭（日浦小）   

研修題目：豊かな表現力を育てる歌唱指導   

の在り方  

＊生徒指導：濱本正志教諭「江波小〕   

研修題目 ∴巴いやー）のある人間関係を育て   

る生徒指導に関する研究  

＊教育相談：筒井恵淳教諭（亀山中）   

研修題目：生徒の不安や悩みへの援助に関   

する研究  

＊講師 児童文学者  

松 谷 み よ ナ 先生  

作品「目．になった子ども」「龍の子太  

郎＿「まえかみ太郎」ほか多数  

＊演題 「屋根裏部屋の秘密」をめぐって  

＊日時 平成2年12月6日休）14二45～  

＊場所 広島市立美鈴が丘高等学校  

＊対象 数職員、社会教育関係職員   

教育センターでは教育研究をすすめるに当  

たって、次の方々に研究協力員をお願いして  

し－ます。  

平成2年度研究協力員  

研究領域  研究協力員氏名  所属校（園）名   

中 木  啓  五日市東′」、学校  

石 原  洋  峨町小学校  

有 田 啓 子  神崎小学校  

清 見 嘉 文  戸二枚小学校  

学習指導                                    曽 根 照 三  人芝′巨芋校  

原 闇  満  広島養護学校  

山 下 美 保  頃午中学校  

中 佐 博 信  峠細√中学校   畑   博 二吉  高取北中学校   
野 間 淑 子  白畠小学校  

仲 本 場 恵  亀11いト学校  
松 浦 清 行  三人束小学校  

西 東 優 ‾  船越小学校  
学習指導  

藤Jil博 之  祇園′卜学校  

穐 川 和 也  頃′」、学校  
大 石 信 洋  作′ト学校  

高 村 朋 子  長束西小学校   

英語科教育  朝 原 直 子  亀山中学校  

森 山 弘 子  基町高等学校   

生活科教育  佐相真由美  

Ll」代文了一   

教育相談  山 嵩 垂 則  城山北中学校  

松 岩 孝 司  落合小学校  

J二 野  久  東浄小学校  
愛 甲 良 文  川内小学校   

＊離任   

～在任中はお世話にち・りました～  

国政通男次長 r蜃午中学柁長へ〕  

題 字 広島市立国泰寺中学校長 登  雄二  

表紙絵 広島市立毘沙門台／」、学校長 吾川 龍介  

～8時15分～  

画直l回回   

秋も深まり、教育研究には絶好の季節  

となりまLた。   

さて、今回は、「情報化社会と教育」を  

特集として取り上げました。本特集の内  

容を今後の指導の充実にご活用いただけ  

れば幸いです。   




